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１．概要（Summary） 

本学の昇温脱離ガス分析装置で測定したガス脱離

量を定量化するため、AIST において開発された標準

コンダクタンスエレメント（SCE）を用いた分子フローコ

ントローラ（ピュアロンジャパン製）を用いて水素、およ

び窒素の検量線の評価を行った。 

水素、窒素の検量線は測定できた範囲で直線性が

良く、信頼性が高い検量線を作製できた。 

 

２．実験（Experimental） 

・使用した共用機器：ダイナミック型昇温脱離ガス分析装

置（TDS） 

 SCE を用いた分子フローコントローラーは真空容器に

既知の流量を導入する装置で、所定の流量を容易に発

生することができ、SCE の分子流コンダクタンスの値は計

測標準センター（AIST）が保有する国家標準にトレーサ

ブルな値として校正されている。 

 分子フローコントローラーを用いてダイナミック型 TDS

に用いられている四重極マススペクトル（QMS）の測定値

を実際のガス発生量に換算する検量線を作成した。測定

装置の構成を Fig. 1に示した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

水素（m/z＝2）と窒素（m/z＝28）について QMSの測

定分圧を流量に換算した。 

水素（m/z = 2）についてバックグランドの圧力を補正し

た結果を Fig. 2 に示した。QMSの測定単位である Pa、

をモル／秒（mol/s）に換算する検量線を作成でき、時間

で積分することにより、ガス発生量を計量すること

ができる。また、今回測定した QMSの圧力範囲で

は直線性、再現性が確認された。 

 

Fig. 1 Experimental setup for examination 

 

 

Fig. 2 Calibration curve of Hydrogen by SCE 
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